
「絶滅しそうな
　昆虫を守るために」

2020 年 12 月 19日

入場無料 / 要 参加申込 

主　催：伊丹市昆虫館（公益財団法人いたみ文化・スポーツ財団）・特定非営利活動法人 日本チョウ類保全協会主　催：伊丹市昆虫館（公益財団法人いたみ文化・スポーツ財団）・特定非営利活動法人 日本チョウ類保全協会

（10：00 開場、昼休憩あり）

会　場 : スワンホール 3階 多目的ホール

☎：072-785-3582　
〒664-0015 兵庫県伊丹市昆陽池 3 -1

P

スワンホール

伊丹市昆虫館

昆陽池公園

兵庫県伊丹市昆陽池２丁目１（ http://www.swanhall.com ）　 

（シンポジウム会場）

https://www.itakon.com

参加申込

会場地図

　電話で「代表者氏名」「人数」「市町村」「電話番号」
をお伝えください。

※伊丹市昆虫館は会場ではありません。

お問い合わせ

生物多様性シンポジウム

(土) 10:30～16:00

イラスト：近藤伸一（日本チョウ類保全協会）イラスト：近藤伸一（日本チョウ類保全協会）

ぜつめつ

こんちゅう まも

伊丹市昆虫館（☎：072-785-3582）に電話申込

（先着順・予定）　受付期間：12月 2日～14日　定員：70 名

プログラム
第１部   「昆虫館における絶滅危惧昆虫の生息域外保全活動」　（10：40～ 12：00）　

　　　　

（13：00～ 13：45）

　1) フサヒゲルリカミキリ、オガサワラハンミョウ、フチトリゲンゴロウについて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      

第2部　「アリと共棲するチョウの保全を考える」 

第 3部   「チョウの個体数の近年の推移」

　　　　　　　　　　 上田 昇平 ( 大阪府立大学 大学院 生命環境科学研究科 准教授 )

　2）　普通種もいなくなる？ -モニタリングサイト1000 里地調査の結果から -

   1） 日本における絶滅危惧種の現状   中村 康弘（日本チョウ類保全協会 事務局長）　

（14：00～ 15：50）

田中 良尚  （伊丹市昆虫館   学芸員）　

清水 聡司（箕面公園昆虫館 副館長）
　2) ウスイロヒョウモンモドキ、ツシマウラボシシジミについて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         石井 実（大阪府立大学 名誉教授）



「絶滅しそうな昆虫を守ること」は、私たちの命と暮らしを支えている
「生物多様性」を守るということです。そのためには、私たちはどうし
たら良いのでしょうか？皆さまといっしょに考えてみようと思います。

会　期：2020年 12月 17日（木）～2021年 3月 15日（月）　　会　場：第2展示室会　期：2020年 12月 17日（木）～2021年 3月 15日（月）　　会　場：第2展示室

シンポジウムに登場する「絶滅しそうな昆虫たち」 

＜関連企画＞　伊丹市昆虫館 企画展「絶滅しそうな昆虫たち」＜関連企画＞　伊丹市昆虫館 企画展「絶滅しそうな昆虫たち」

ツシマウラボシシジミ
チョウ目シジミチョウ科

Pithecops fulgens tsushimanus

絶滅危惧ⅠA類(CR)

長崎県対馬にのみ生息する絶滅危
惧種。生息域外保全と現地の環境
回復に期待が寄せられている。

ウスイロヒョウモンモドキ
チョウ目タテハチョウ科

Melitaea protomedia

絶滅危惧ⅠA類(CR)

西日本の特産種。主にニホンジカ
の影響により、兵庫県ハチ高原と
岡山県恩原高原以外では、ほとん
ど見られなくなった。

キマダラルリツバメ
チョウ目シジミチョウ科

Spindasis takanonis

準絶滅危惧（NT）

アリと共棲するチョウ。大阪府能
勢町では保全活動により個体数回
復の兆しがみられる。

オガサワラシジミ
チョウ目シジミチョウ科

Celastrina ogasawaraensis

絶滅危惧ⅠA類(CR)

小笠原諸島のみに生息。外来種で
あるトカゲの一種グリーンアノ―
ルにより絶滅寸前。

シルビアシジミ
チョウ目シジミチョウ科

Zizina emelina

絶滅危惧ⅠB類（EN）

近畿地方では多くの生息地が消滅。
伊丹空港周辺では例外的に安定し
た発生が繰り返されている。

オガサワラハンミョウ
コウチュウ目オサムシ科

Cylindera bonina

絶滅危惧ⅠA類(CR)

小笠原諸島にある無人島、兄島の
ごく限られた地域にのみ、生存し
ている。

フサヒゲルリカミキリ
コウチュウ目カミキリムシ科

Agapanthia japonica

絶滅危惧ⅠA類(CR)

ユウスゲの生える高原の草地に生
息する美麗カミキリ。草地の減少
により個体数が激減した。

フチトリゲンゴロウ
コウチュウ目ゲンゴロウ科

Cybister limbatus

絶滅危惧ⅠA類(CR)

南西諸島に分布する大型のゲンゴ
ロウ。池や沼の消失など、生息環
境の悪化に伴い絶滅寸前。

ヨナグニマルバネクワガタ
コウチュウ目クワガタムシ科

Neolucanus insulicola donan

絶滅危惧ⅠA類(CR)

日本最西端、与那国島の老齢林に
生息する。森林伐採や過剰な採集
圧により個体数が激減。

ギフチョウ
チョウ目アゲハチョウ科

Luehdorfia japonica

絶滅危惧Ⅱ類（VU）

春先に出現する日本特産種。食草
のカンアオイ類がニホンジカの食
害を受け、西日本各地で個体数が
減少している。

生物多様性シンポジウム「絶滅しそうな昆虫を守るために」　生物多様性シンポジウム「絶滅しそうな昆虫を守るために」　

主　催：伊丹市昆虫館（公益財団法人いたみ文化・スポーツ財団）・特定非営利活動法人 日本チョウ類保全協会主　催：伊丹市昆虫館（公益財団法人いたみ文化・スポーツ財団）・特定非営利活動法人 日本チョウ類保全協会
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